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　平成23年４月から北郷駐在所で勤務されて
いる山本さんは、中学時代からフルートを始
め、警察官になってからは警察音楽隊で活躍
されてきました。平成７年に駐在所勤務と
なってからは、忙しい合間に駐在地でのコン
サートの企画・運営、チラシやポスターの作
成など、精力的に活動されています。
　また、妻の真美さんは日本有数のハープ奏
者として、市内はもとより、県内外の演奏会
などで活躍されています。
　昨年からは本格的に勝山での音楽活動を始
め、すこやかでのチャリティコンサートや市
民総合文化祭のピアノ・エレクトーン演奏会、
鷲巣苑の文化祭などにご夫婦で出演されてい
ます。

　倫博さんは、もっと気楽にクラシック音楽
の演奏会に来て、楽しく聞いていただきたい
と考え、演奏だけでなく軽妙なトーク・司会
でもコンサートを盛り上げています。また、
「もっと若手の演奏家が多くいることを知っ
ていただき、その演奏の場を増やしていきた
い。」と熱く語っていました。
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看護職員募集
。。。。。

　　　　新人看護職員卒後臨床研修制度
　　　　プリセプターシップ制
　　　　オンデマンド研修
　　　　院外研修継続教育

卒後教育

選考日　随時選考日　随時
※詳細はURLをご覧ください。
　病院見学は、随時受け付けております。
※詳細はURLをご覧ください。
　病院見学は、随時受け付けております。

院内保育所「ひまわり」

山本　倫
みち

博
ひろ

 さん（53）
真
ま

美
み

 さん（52）

「駐在所から音楽を広めたい！」

すてきに人生すてきに人生

ご夫婦での共演の様子

Fukui Prefectural Dinosaur Museum

2014 CALENDAR

福 井 県 立
恐竜博物館

■福井県立恐竜博物館
　カレンダー2014
　規格／380×475mm　表紙1枚
　　　　中身12枚　案内1枚　計14枚
　定価／1,500円（税込）
　監修／福井県立恐竜博物館
　製作／朝日印刷株式会社
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　カレンダー2014
　規格／380×475mm　表紙1枚
　　　　中身12枚　案内1枚　計14枚
　定価／1,500円（税込）
　監修／福井県立恐竜博物館
　製作／朝日印刷株式会社

好評
発売中

井県立恐竜博物館■■■■福井

福井県立恐竜博物館
カレンダー2014 
福井県立恐竜博物館
カレンダー2014 

1,000部
限定販売
1,000部
限定販売

朝日印刷株式会社
☎0779-87-0027

■お問い合わせ・お申し込み



3 　　 広報かつやま12月号 №709

予　算　額 支出済額及び支出率（対予算） 平成25年度
　

市
で
は
、
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
25
年
度
予
算
の
上
半
期（
4
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
）に

お
け
る
予
算
執
行
状
況
や
市
税
の
収
入
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

特
別
会
計

上
半
期
の
状
況

上
半
期
の
状
況

一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
（
9
月
30
日
現
在
）

歳
入

（注）予算額、収入済額、支出済額には、繰越明許費
　　 を含みます

歳
出

収入済額及び収入率（対予算）予　算　額
57.6%

27.2%

29.6%

39.2%

0.0%

58.0%

36.2%

100.0%

61.2%

51.0%

38.0%

42.1%

20.2%

7.5%

69.6%

31.0%

13.1%

149.8%

3.8%

0.0%

37.9%

16億8,737万円

4,210万円

296万円

216万円

0万円

1億2,694万円

1,413万円

639万円

23億390万円

225万円

7,552万円

3,545万円

4億6,062万円

8,229万円

1,905万円

110万円

3,450万円

3億7,378万円

2,093万円

20万円

52億9,164万円

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合 計

1億7,238万円

21億9,612万円

36億2,446万円

5億8,051万円

1億2,621万円

6億3,024万円

6億255万円

24億9,479万円

6億8,768万円

16億9,352万円

1,400万円

10億9,664万円

5,000万円

230万円

139億7,140万円

52.6%

37.2%

34.9%

23.9%

90.4%

17.6%

67.5%

19.9%

21.2%

37.5%

8.1%

46.4%

0.0%

0.0%

33.9%

9,062万円

8億1,730万円

12億6,501万円

1億3,900万円

1億1,407万円

1億1,111万円

4億688万円

4億9,705万円

1億4,571万円

6億3,487万円

114万円

5億841万円

0万円

0万円

47億3,117万円

特別会計予算の執行状況

29億3,190万円

1億5,500万円

1,000万円

550万円

140万円

2億1,900万円

3,900万円

639万円

37億6,363万円

440万円

1億9,871万円

8,413万円

22億8,449万円

10億9,692万円

2,737万円

355万円

2億6,360万円

2億4,958万円

5億5,276万円

20億7,407万円

139億7,140万円

会　　　計　　　名 予 算 額 収入済額 支出済額
育 英 資 金 3,644万円 506万円 1,826万円
下 水 道 事 業 12億4,644万円 1億9,507万円 4億8,429万円
簡 易 水 道 事 業 9,265万円 203万円 1,878万円
国 民 健 康 保 険 27億1,309万円 12億5,556万円 11億9,962万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億1,234万円 1億1,104万円 1億1,589万円
介護
保険

保 険 事 業 勘 定 27億6,867万円 10億8,171万円 11億6,648万円
介護サービス事業勘定 1,211万円 538万円 364万円

農業集落排水事業 1億3,554万円 1,365万円 5,558万円
市 有 林 造 成 事 業 3,753万円 234万円 1,490万円
特 別 会 計 合 計 73億5,481万円 26億7,184万円 30億7,744万円

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

市税の収入状況 予 算 額 29億3,190万円
収入済額 16億8,737万円

12億7,639万円
5億4,080万円
12億1,656万円
8億6,809万円
6,032万円
5,972万円

1億7,859万円
8,631万円
3,214万円
1,554万円

1億6,790万円
1億1,691万円

現　在　高
93億6,663万円
55億6,361万円

7,543万円
15億7,992万円

4,323万円
166億2,882万円

会　　　計　　　名
一 般 会 計

下 水 道 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
市有林造成事業
合　　　　計

市債の状況

特
別
会
計

 また、現在高93億6,663万円のうち借り入れ利率別の内
訳は次のようになっています。

目　　的　　区　　分 現在高（一般会計分）
8億4,156万円
16億3,771万円
6億4,298万円
4億6,124万円
1億8,392万円
4億627万円
3億1,353万円
48億7,942万円
93億6,663万円

教育債（学校）
土木債（道路橋りょう整備・都市計画等）
　〃　（公園等整備）
農林業債（農道・林道等整備）
消防債（防災・防火施設等整備）
衛生債（ごみ処理施設・火葬場等整備）
民生債（保育所・児童センター等整備）
その他（臨時財政対策債・災害復旧事業等）
　　合　　　　　　　　　計

利　　率
～1.0％以下
～2.0％以下
～3.0％以下
～4.0％以下
～5.0％以下

現在高（一般会計分）
33億3,282万円
53億5,050万円
5億6,059万円
1億16万円
2,256万円

割　合
35.6%
57.1%
6.0%
1.1%
0.2%

市債は、市が大型事業を実施するために国などから資金を
借り入れる長期債務（借金）です。本来、その年度に使う
経費はその年度でまかなうのが原則ですが、公共施設の
建設などには、一時的に多額の費用がかかること、将来の
世代にわたって利用されることなどから、財源の不足を補
い、年度間の財政負担を平準化し、次の世代にも費用を負
担してもらうことで世代間の負担を公平にする効果があり
ます。市では、市債の中でもなるべく普通交付税として後
年度に国から財源措置される市債の借り入れを行うことと
しており、災害復旧事業や総合的な経済対策事業などに
充てています。９月末現在の残高は93億6,663万円（前年
同月末比4.8％の増）となっていますが、そのうち66.7％
にあたる62億4,637万円が普通交付税として後年度に国
から財源措置されます。

市債の活用について市債の活用について
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除
雪
作
業
員
の募

集
と
ご
紹
介

　

市
で
は
除
雪
作
業
（
主
に
雪
下

ろ
し
作
業
）
を
有
料
で
行
っ
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
さ
れ
た
登
録
者
の

情
報
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
除
雪
作
業

を
依
頼
し
た
い
方
は
そ
ち
ら
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
世
帯
等
の

屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
を
助
成

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で
、

市
が
定
め
る
対
象
要
件
に
該
当
す

る
方
に
は
、
屋
根
雪
下
ろ
し
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
本
紙
７
ペ
ー
ジ
参
照

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意

　

水
道
管
が
凍
結
し
て
破
損
し
、

漏
水
す
る
事
故
が
多
発
す
る
冬
期

間
は
、
次
の
こ
と
に
心
が
け
て
ま

し
ょ
う
。

◆ 

水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
で
き
る

状
態
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

（
メ
ー
タ
ー
の
値
を
確
認
す
る

こ
と
で
、
漏
水
を
早
期
に
発
見

で
き
ま
す
）

◆ 

屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
は
防
寒

し
ま
し
ょ
う

◆ 

長
期
不
在
と
な
る
場
合
は
、
給

水
中
止
の
手
続
き
を
と
る
か
、

水
道
メ
ー
タ
ー
横
に
あ
る
止
水

栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い

◆ 

漏
水
し
た
場
合
は
、
早
急
に
指

定
給
水
工
事
事
業
者
に
修
繕
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い

• 大雪警報等が発表されたときは、外出を控
える

• 除雪の妨げになるため、路上駐車はしない

• マイカーを控え、公共交通機関を利用する

• 融雪のために水道水を使うことは控える

• 排雪された道路への雪の投げ入れはしない

• 地域ぐるみで除排雪を行う

• 屋根雪下ろしでの転落事故や、除雪機械に
よる事故に注意する

• 防火水槽や用水路付近の除排雪を行う

• 開いた投雪口（グレーチング）には、必ず
赤旗などを立てる

雪に対するルールとマナー
を守りましょう

雪に関するお問い合わせ先雪に関するお問い合わせ先
■水路の雪詰まり
　　消防署 ☎88-0400
■道路の除雪
　　建設課（市民会館2階） ☎88-8107
■除雪作業員の登録・紹介
　　総務課（市役所2階） ☎88-1116
■屋根雪下ろしの助成金
　　健康長寿課（すこやか内） ☎87-0888
■水道関係
　　上下水道課（市民会館2階） ☎88-8109

雪雪  

にに  

備備  

ええ  

るる  

！！

ま
も
な
く
冬
本
番
。
雪
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
、
雪
に
負
け
な
い
暮
ら
し
を
！

水道メーター
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世界ジュニア選手権世界ジュニア選手権

金金メダル獲得！メダル獲得！
　10月24日から11月３日までタイ・バンコク
市で開催された世界ジュニアバドミントン選
手権大会で、山口茜さん（勝山高校１年）が
女子シングルスで金メダルを獲得する快挙を
成し遂げました。
　昨年の大会で銀メダルを獲得していた山口
さんは、準々決勝で今大会の団体で金メダル
を獲得した韓国の選手をフルセットの末に破
ると、勢いそのままに２年連続で決勝の舞台
に立ちました。日本人同士の対決となった決
勝の相手は、９月の全日本ジュニア選手権の
決勝で負けた第１シードの大堀選手（福島県
立富岡高校２年）。今大会ではそのときのリベ
ンジを果たし、見事金メダルを獲得しました。

※写真は公益財団法人日本バドミントン協会からの提供

平
成
26
年
４
月
か
ら
福
井
社
会
保
険
病
院
は

「
福
井
勝
山
総
合
病
院
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま
す

■
母
体
は
新
機
構
へ
移
行

　

福
井
社
会
保
険
病
院
の
存
続
等

の
た
め
に
、
平
成
20
年
か
ら
区
長

会
を
中
心
に
署
名
活
動
や
要
望
活

動
等
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
福
井
社
会

保
険
病
院
は
、
独
立
行
政
法
人
地

域
医
療
機
能
推
進
機
構（
新
機
構
）

が
直
接
運
営
す
る
病
院
グ
ル
ー
プ

（
57
病
院
）
の
中
の
一
病
院
と
し

て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
名
称
は
「
福
井
勝

山
総
合
病
院
」
と
な
り
ま
す
。

■
病
院
機
能
は
そ
の
ま
ま

　

新
機
構
は
、
５
事
業
（
救
急
医

療
、
災
害
医
療
、
へ
き
地
医
療
、

周
産
期
医
療
、
小
児
医
療
）、
５

疾
病
（
が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心

筋
梗
塞
、
糖
尿
病
、
精
神
疾
患
）、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
の
他

地
域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
医

療
お
よ
び
介
護
を
提
供
す
る
機
能

の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

新
機
構
に
移
行
後
も
、
基
本
的

に
は
現
在
の
福
井
社
会
保
険
病
院

の
機
能
や
体
制
を
引
き
継
ぐ
こ
と

と
な
り
、
今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
奥
越
唯
一
の
総

合
病
院
で
あ
る
福
井
社
会
保
険
病

院
を
市
民
が
利
用
し
て
い
く
こ
と

が
、
勝
山
市
の
医
療
を
守
る
こ
と

に
も
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
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勝
山
市
競
争
入
札
等
参
加
資
格
審

査
申
請
【
追
加
申
請
】

　

平
成
25
・
26
年
度
に
お
い
て
、

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
や
工
事

関
係
委
託
、
そ
の
他
委
託
、
物
品

等
に
係
る
一
般
競
争
入
札
、
指
名

競
争
入
札
お
よ
び
随
意
契
約
に
参

加
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の
と
お

り
資
格
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、申
請
済
み
の
事
業
者
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

少
額
の
発
注
に
つ
い
て
も
、
入

札
参
加
資
格
登
録
業
者
へ
発
注

し
ま
す
の
で
、
必
ず
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、

10
万
円
未
満
の
そ
の
他
委
託
、

物
品
等
お
よ
び
小
規
模
修
繕
の

場
合
は
適
用
除
外
）

申
請
区
分
▼
次
の
４
つ

①
建
設
工
事

　

建
設
業
法
に
規
定
す
る
28
業
種

②
工
事
関
係
委
託

測
量
、
土
木
関
係
コ
ン
サ
ル
、

建
築
関
係
コ
ン
サ
ル
、
地
質
調

査
、
補
償
コ
ン
サ
ル

③
そ
の
他
委
託

清
掃
、
警
備
、
設
備
保
守
、
廃

棄
物
処
理
、
調
査
、
検
査
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
業
務
等

　

11
月
18
日
（
月
）
に
市
議
会
臨

時
会
が
開
会
さ
れ
、
一
般
会
計
補

正
予
算
が
上
程
・
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

■
上
程
さ
れ
た
議
案

• 

平
成
25
年
度　

勝
山
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
２
０
７

８
万
９
千
円
追
加
し
、
予
算
総
額

は
１
２
４
億
５
４
５
８
万
２
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
補
正
予

算
は
、
新
体
育
館
建
設
用
地
で
見

つ
か
っ
た
廃
棄
物
の
運
搬
処
理
な

ど
に
係
る
経
費
の
増
額
が
主
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
公
有
財
産
を
随
時
売
り
払

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
郡
町
１
丁
目
１
６
５
番

　

現
況
面
積　

１
９
８
．
20
㎡

　

売
払
価
格　

２
８
３
万
５
千
円

②
旭
毛
屋
町
３
７
０
７
番

　

現
況
面
積　

２
７
８
．
09
㎡

　

売
払
価
格　

３
６
５
万
７
千
円

問　

総
務
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

■
異
変
を
察
知
し
た
ら
通
報

　

11
月
15
日
、
勝
山
市
と
市
内
の

７
事
業
者
が
「
地
域
見
守
り
活
動

協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

高
齢
者
宅
な
ど
へ
の
配
達
や
集

金
、検
針
業
務
を
行
う
事
業
者
が
、

日
常
業
務
の
中
で
配
達
物
が
何
日

分
も
た
ま
っ
て
い
た
り
、
電
気
や

ガ
ス
の
メ
ー
タ
ー
が
進
ん
で
い
な

い
な
ど
の
異
変
に
気
づ
い
た
場

合
、
勝
山
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」
に
連
絡
さ
れ

ま
す
。「
や
す
ら
ぎ
」
は
関
係
機

関
と
連
携
し
て
対
象
者
の
状
況
を

確
認
し
、
対
応
に
あ
た
り
ま
す
。

■
今
回
協
定
を
締
結
し
た
事
業
所

•
福
井
県
民
生
活
協
同
組
合

•
北
陸
電
力
株
式
会
社
奥
越
営
業
所

•
日
本
郵
便
株
式
会
社
勝
山
郵
便
局

•
勝
山
市
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（
市
内
17
事
業
所
加
入
）

•
福
井
新
聞
勝
山
販
売
店

•
中
日
新
聞
勝
山
販
売
店

•
朝
日
・
毎
日
新
聞
勝
山
販
売
所

④
物
品
等

文
具
・
医
療
薬
品
、
印
刷
製
本
、

写
真
、
電
気
機
器
、
消
防
機
器
、

機
械
器
具
、
車
両
類
、
燃
料
、

繊
維
・
被
服
、
日
用
品
、
装
飾
、

看
板
、
楽
器
・
運
動
具　

他

登
録
項
目
の
追
加
、
変
更

　

平
成
25
・
26
年
度
度
勝
山
市
競

争
入
札
等
参
加
資
格
者
登
録
名
簿

に
掲
載
済
み
の
事
業
者
で
、
登
録

項
目
の
追
加
、
変
更
を
受
け
付
け

ま
す
。

市
内
新
規
事
業
者
の
登
録

　

市
内
に
本
店
を
有
す
る
事
業
者

で
、
新
規
に
申
請
す
る
場
合
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申 

請
期
間
▼
12
月
12
日
㈭
〜

平
成
26
年
１
月
31
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
土
日
祝
日
を
除
く

申 

請
方
法
▼
申
請
書
等
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
総
務
課
ま
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
市
外
業

者
は
郵
送
可
）

※ 

申
請
要
領
お
よ
び
様
式
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
総
務
課

で
配
布
（
有
料
）
し
ま
す

申
・
問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

■
新
規
事
業
者
募
集

　

市
で
は
、
今
後
も
地
域
見
守
り

体
制
の
強
化
を
進
め
る
た
め
、
協

定
を
締
結
し
て
い
た
だ
け
る
新
規

事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者
は
、
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申 
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」（
す
こ
や

か
内
） 

☎
87
‐
０
９
０
０

入
札
関
係
の
お
知
ら
せ

入
札
関
係
の
お
知
ら
せ

勝
山
市
議
会
臨
時
会
報
告

勝
山
市
議
会
臨
時
会
報
告

公
有
財
産
（
市
有
地
）
の

公
有
財
産
（
市
有
地
）
の

随
時
売
り
払
い
公
告

随
時
売
り
払
い
公
告

「
地
域
見
守
り
活
動
協
力
に

「
地
域
見
守
り
活
動
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結

関
す
る
協
定
」
を
締
結

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

締結式の様子
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市
で
は
、
高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を

継
続
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
よ

り
安
心
で
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
こ

れ
ら
の
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）
☎
87
‐
０
８
８
８

　

生
活
を
援
助

　

買
い
物
や
掃
除
、
調
理
、
玄
関

前
の
除
雪
等
を
手
助
け
し
ま
す
。

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方
（
た
だ
し
、
除
雪
援

助
の
場
合
は
要
支
援
以
上
の
認

定
を
受
け
た
方
が
い
る
世
帯
）

費　

用
▼
１
回
（
１
時
間
）

２
０
０
円

※ 

除
雪
援
助
は
３
０
０
円
（
一
冬

期
間
６
回
以
内
）

　

緊
急
時
に
備
え
る

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
（
日

中
の
み
高
齢
者
世
帯
も
含
む
）に
、

無
料
で
救
急
キ
ッ
ト
（
自
宅
で
の

緊
急
時
に
、
救
急
隊
に
医
療
情
報

等
を
知
ら
せ
る
た
め
の
も
の
）
を

配
布
し
ま
す
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

　

病
弱
な
た
め
に
緊
急
時
の
対
応

が
困
難
な
世
帯
に
、
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
（
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ル
）
を

設
置
し
ま
す
。

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
要
援
護
者
と
し
て
市
の

名
簿
（
福
祉
票
）
に
登
載
さ
れ

て
い
る
方
の
世
帯

費 　

用
▼
無
料
（
た
だ
し
通
話
料

は
自
己
負
担
）

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　

通
し
た
見
守
り

　

調
理
な
ど
が
困
難
な
方
に
、
健

康
な
ど
を
考
慮
し
た
食
事
を
配
達

し
、
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
要
援
護
者
と
し
て
市
の

名
簿
（
福
祉
票
）
に
登
載
さ
れ

て
い
る
方

費　

用
▼
１
食
２
１
０
円

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

高
齢
者
の

高
齢
者
の
在
宅
在
宅
生
活
を

生
活
を

支
援
し
ま
す
！

支
援
し
ま
す
！

冷
蔵
庫
内
の
分
か
り
や
す
い

場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

緊急通報システム

屋根雪下ろしの助成要支援・要介護認定者
障害者控除の認定 　65歳以上の高齢者世帯等で、要援護者として市

の名簿（福祉票）に登録されていて、かつ市民税
非課税であるなど、市が定める対象要件に該当す
る方には、屋根雪下ろし費用の一部を助成しま
す。
なお、助成を受けるには事前登録が必要です。
助成金▶１回につき8,000円
　※一冬期間２回以内、地区によっては４回以内
相談先▶地区の民生委員

　12月31日現在で介護保険の要支
援２または要介護１～５の認定を
受け、障害者と同等と認められる
65歳以上の方は、障害者控除の対
象となります。
　なお、対象者には１月下旬頃に
「障害者控除対象者認定書」を送付
します。

障害区分▶
・要支援２、要介護１・２→ 障害者
・要介護３～５ → 特別障害者
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民生委員児童委員、民生委員児童委員、
主任児童委員のご紹介主任児童委員のご紹介

任期：平成25年12月１日～
平成28年11月30日

　12月１日付けで、厚生労働大臣と福井
県知事から新しい民生委員児童委員およ
び主任児童委員が委嘱されました。
　委員の方々には、福祉サービス･福祉相
談のパイプ役としてご活躍いただきます。
お気軽にご相談ください。
（敬称略、順不同、カッコ内は担当地区）

勝 　

山
▼
工
藤
美
惠
子
（
元
町
１

の
１
〜
３
町
内
）荒
井
悦
子（
元

町
１
の
４
〜
６
町
内
）
高
田
英

男
（
元
町
１
の
７
〜
８
町
内
）

杉
本
時
雄（
元
町
２
の
２
〜
５
、

７
町
内
）
山
岸
祐
子
（
元
町
２

の
１
、
６
、
８
町
内
）
松
田
敏

男
（
元
町
３
の
１
、
２
、
７
、

８
町
内
）
木
永
つ
や
子
（
元
町

３
の
３
〜
６
町
内
）
高
田
功
三

（
昭
和
町
１
の
１
、
２
、
３
町

内
の
一
部
、
４
町
内
の
一
部
）

山
場
正
之
（
昭
和
町
１
の
３
町

内
一
部
、
昭
和
町
２
）
山
川
す

え
を
（
昭
和
町
１
の
４
町
内
一

部
、昭
和
町
３
）
村
上
忠
義
（
旭

町
１
）
松
井
弘
（
旭
町
２
の
２
、

５
、
６
町
内
）
細
野
順
子
（
旭

町
２
の
１
、
３
、
４
町
内
）
仲

村
龍
男
（
旭
毛
屋
町
２
、
３
、

６
町
内
）
四
谷
豊
子
（
旭
毛
屋

町
１
、
４
、
５
町
内
）
斎
藤
さ

と
み
（
立
川
町
１
〜
３
町
内
）

山
田
信
子
（
立
川
町
４
〜
６
町

内
）
松
村
清
美
（
下
後
）
玉
木

弘
夫
（
上
袋
田
、
下
袋
田
）
安

田
敬
子
（
中
後
、
上
後
、
上
郡
）

久
保
す
み
ゑ
（
上
長
渕
、
栄
町

１
、
２
）
加
藤
二
三
代
（
栄
町

３
）
細
野
富
惠
（
栄
町
４
、５
）

嶋
田
伊
佐
男
（
沢
町
１
〜
５
町

内
）
久
保
惠
美
子
（
沢
町
６
〜

９
町
内
）
橋
本
進
（
芳
野
町
１

〜
３
町
内
）
藤
澤
美
年
子
（
芳

野
町
４
〜
６
町
内
）境
正
夫（
芳

野
町
７
町
内
）

猪 
野
瀬
▼
柴
田
紀
美
代
（
片
瀬
、

片
瀬
町
）
四
谷
真
弓
（
毛
屋
、

猪
野
）
鳥
山
泰
正
（
高
島
、
西

高
島
）
津
張
澄
枝
（
若
猪
野
、

岡
横
江
、
猪
野
口
）

平 

泉
寺
▼
松
井
誠
一（
平
泉
寺
上
）

谷
一
夫
（
平
泉
寺
下
）
南
清
和

（
岩
ヶ
野
、
大
矢
谷
、
小
矢
谷
、

上
野
、
池
ヶ
原
）
松
田
八
千
代

（
赤
尾
、
笹
尾
、
神
野
）
山
内

正
博
（
大
渡
、
壁
倉
、
経
塚
）

村 　

岡
▼
長
谷
川
淳
一（
郡
町
１
、

３
町
内
）
林
松
治
（
郡
町
２
、

４
町
内
）
竹
内
幸
子
（
郡
町
５
、

６
町
内
）
原
田
由
次
（
長
山
町

１
）
松
村
信
子
（
長
山
町
２
）、

中
野
裕
子
（
滝
波
町
１
、
２
）

多
田
与
士
光
（
滝
波
町
５
）
髙

野
こ
と
み
（
浄
土
寺
）
池
田
修

一
（
寺
尾
、
五
本
寺
、
黒
原
）

竜
田
正
純
（
暮
見
、
栃
神
谷
、

芳
野
ヶ
原
）

北 　

谷
▼
伊
藤
雅
子
（
木
根
橋
、

小
原
）
加
藤
美
津
子
（
中
尾
、

杉
山
、
北
六
呂
師
）
斎
藤
甚
継

（
谷
、
河
合
）

野 　

向
▼
東
川
吉
雄
（
龍
谷
、
竹

林
）
松
谷
九
右
ヱ
門
（
北
野
津

又
、
横
倉
）
石
塚
ま
つ
ゑ
（
薬

師
神
谷
、
牛
ヶ
谷
）
西
出
嗣
代

（
深
谷
、
聖
丸
）

荒 　

土
▼
前
田
信
夫（
新
保
、松
ヶ

崎
）
朝
井
仁
志
（
伊
波
、
妙
金

島
）
多
田
美
知
子
（
布
市
、
清

水
島
）
田
中
金
之
（
堀
名
、
中

清
水
、北
宮
地
）
木
下
元
子
（
北

新
在
家
、
松
田
、
田
名
部
）
袖

川
波
津
子
（
境
、
新
道
、
西
ヶ

原
、
戸
倉
）
笠
羽
芳
夫
（
細
野

口
、
別
所
）

北 　

郷
▼
津
田
四
十
四（
檜
曽
谷
、

新
町
、志
比
原
）
松
川
春
美
（
上

森
川
、
下
森
川
、
西
妙
金
島
）

大
谷
健
一
（
伊
知
地
、
上
野
）

石
川
市
夫
（
東
野
、
岩
屋
）
松

村
純
子
（
坂
東
島
）

鹿 　

谷
▼
前
川
光
明
（
本
郷
）
廣

田
栄
治
（
発
坂
、
保
田
出
村
）

森
下
清
二
（
矢
戸
口
）
吉
田
久

夫
（
志
田
、
西
光
寺
）
牧
野
照

代
（
保
田
）
朝
日
力
子
（
北
西

俣
）
伊
藤
善
祐
（
東
遅
羽
口
、

西
遅
羽
口
、
杉
俣
）

遅 　

羽
▼
斎
藤
清
昭
（
蓬
生
・
北

山
・
中
島
）
伊
藤
満
里
子
（
千

代
田
・
比
島
）
替
地
博
三
（
下

荒
井
・
嵭
崎
）
牧
野
敏
孝
（
大

袋
・
新
道
）

主
任
児
童
委
員
名
簿

大
沢
佑
治
・
斎
藤
は
つ
ゑ
（
以
上

勝
山
）
楠
美
榮
子
・
中
村
篤
子
（
以

上
平
泉
寺
、
遅
羽
、
猪
野
瀬
）
田

中
美
栄
子
・
宇
佐
見
美
知
子
（
以

上
村
岡
、
北
谷
、
野
向
）
笠
松
洋

子
・
森
下
喜
美
子
（
以
上
荒
土
、

北
郷
、
鹿
谷
）

問 　

福
祉
・
児
童
課
（
す
こ
や
か

内
）
☎
87
‐
０
７
７
７

民
生
委
員
児
童
委
員
名
簿

新

委嘱式の様子
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田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
報
告

田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
報
告

今
年
も
多
く
の
方
が
勝
山
市
を
訪
れ
、「
田
舎
暮
ら
し
」
を

体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

問　

農
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）
☎
88
‐
８
１
０
６

■
住
み
込
み
で
お
手
伝
い

　　

勝
山
市
で
は
平
成
20
年
度
か
ら

田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

都
会
か
ら
の
参
加
者
が
市
内
の
各

農
家
か
ら
食
事
と
宿
泊
先
の
提
供

を
受
け
て
、
農
作
業
な
ど
を
手
伝

う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
と
連
携
し
て
都
市
圏
や
各
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
、
大
学
な
ど
へ
情
報
を

発
信
し
、現
在
で
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
日

本
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
セ
ン

タ
ー
）
や
京
都
産
業
大
学
、
福
井

工
業
大
学
な
ど
と
友
好
を
深
め
、

参
加
者
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

■
参
加
者
数
は
年
々
増
加

　　

こ
の
事
業
の
参
加
者
数
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
１
５

０
人
、
今
年
度
も
11
月
末
現
在
で

１
２
８
人
と
、
順
調
に
増
え
て
い

ま
す
。
平
成
20
年
度
か
ら
の
累
計

参
加
者
数
は
６
５
６
人
、
リ
ピ
ー

タ
ー
（
複
数
回
の
参
加
者
）
は
82

人
、
定
住
者
は
５
人
と
、
着
実
に

勝
山
フ
ァ
ン
が
増
え
て
い
ま
す
。

■
「
地
域
再
生
の
お
手
伝
い
」

が
大
人
気

　

今
年
の
参
加
者
は
、
例
年
よ
り

長
期
滞
在
者
が
多
い
状
況
で
す
。

参
加
者
の
20
％
以
上
が
４
泊
以
上

滞
在
し
て
お
り
、
最
長
で
16
泊
17

日
も
の
間
、
勝
山
市
に
滞
在
さ
れ

た
方
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
休

み
期
間
に
は
大
学
生
の
参
加
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
地
域
再
生
の
お
手
伝

い
」
と
い
う
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

人
気
で
、
特
に
北
谷
町
小
原
区
へ

の
参
加
者
が
多
く
、
参
加
者
は
開

山
式
や
篝
火
祭
な
ど
の
地
区
行
事

の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

　農家の方には忙しい中、受け入れしていただ
き深く感謝します。都会に住む人にとって、農
業に対する理解を深める貴重な機会となると思
うので、これからもこの取り組みを継続してい
ただけると幸いです。 （60代・女性）

　農業は想像以上に厳しいと思いましたが、今
までにない経験ができてとても良かったです。
全ての人が本当に親切で優しく接してくださ
り、うれしかったです。本当に楽しかったです。

（10代・女性）

　牛の放牧最高！牧場の方々も個性的なキャラ
（笑）の方たちで、とっても楽しかったです。
ありがとうございました！ （30代・女性）

【参加者の声】

参加者の内訳（11月末現在）

性　別 人　数 年　代 人　数

男 67 10代 17

女 61 20代 81

計 128 30代 21

40代 8

職　業 人　数 50代 0

社会人 35 60代 1

学　生 83 計 128

その他 10

計 128

体験の内容 人　数

地域再生のお手伝い 57

ジャージー牛のお世話 28

農家さんのお仕事 25

古民家の再生 8

耕作放棄地の再生 6

恐竜公園での作業 4

計 128

※ 複数の内容を体験した方は、主に体験した
プログラムで集計しています

ニンニクの収穫（荒土町）ニンニクの収穫（荒土町）

牛のお世話（平泉寺町）牛のお世話（平泉寺町）
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平成25年度 人権啓発活動 地方委託事業

ことばの贈り物
“ありがとうメッセージ”

入賞作品発表
　身近な暮らしの中で感じた“感謝の気持ち”や“伝
えたい思い”などを、39（サンキュー）文字以内
で表した“ありがとうメッセージ”を募集したとこ
ろ、899点の応募がありました。その中から選ばれ
た優秀賞作品と入選者をご紹介します。

（順不同、敬称略）

ありがとうメッセージ入賞作品展

◆勝山郵便局　　　12月17日㈫～平成26年1月21日㈫
◆勝山サンプラザ　平成26年1月23日㈭～ 2月13日㈭
◆勝山市立図書館　平成26年2月15日㈯～ 3月13日㈭

※入賞作品は市のホームページでご紹介しています

おおきいおじいちゃんへ
はたけをたがやしてくれてありがとう。つくっ
てくれたやさいをのこさずにたべるよ。

りゅうしんより
（鹿谷小学校１年　吉田　龍真）

おばあちゃんへ
おこっていじわるしても、何も言わないでやさ
しくしてくれるおばあちゃん、ありがと。

玉木　まこ人より
（荒土小学校２年　玉木　誠人）

ソフトのかんとく、コーチへ
低学年の時、泣き虫だったぼくをキャプテンに
選んでくれてありがとう。がんばるよ！

清水　陽樹より
（北郷小学校６年　清水　陽樹）

大切なおばあちゃんへ
ぼくのおばあちゃんを一言で言うと、「大切な
存在」です。またたくさん孝行するね！

おばあちゃんが大切で大好きな大晟より
（勝山北部中学校１年　西脇　大晟）

母へ
部活帰りの泥だらけのユニフォーム、白くなる
まできれいに洗ってくれてありがとう。

やまとより
（勝山南部中学校２年　米村　岳斗）

３組のクラスの皆さんへ
学校に行けていなかった自分を、温かくクラス
に迎え入れてくれて本当にありがとう。

青木より
（勝山中部中学校３年　青木　優弥）

おかあさんへ
かわいい弟をうんでくれてありがとう。兄弟な
かよくするよ。お手つだいもするからね。

さいとう　ちさきより
（鹿谷小学校３年　齊藤　千桜）

いもうとへ
ぼくが、へこんでるとき、わらわせてくれてあ
りがとう。ぼくは、元気になります。

せいやより
（北郷小学校４年　田中　誠也）

お母さんへ
私はママの金魚のふん。どこでも一緒。だって
くっついているとホッとするんだもん。

風かより
（村岡小学校４年　小寺　風樺）

齋藤　斗亜（村岡小１）　　　仲谷　優来（北郷小１）
森下　倫瑠（成器西小１）　　中村　翔音（北郷小２）
仲谷　有生（北郷小２）　　　清水　蒼空（北郷小３）
古川　心温（成器西小３）　　黒原　京梅（成器西小４）
島田　晴華（鹿谷小４）　　　鈴木　春奈（荒土小５）
乾　　雄凱（北郷小５）　　　前田陽世里（北郷小６）
島田　侑奈（鹿谷小６）　　　小田桐奈海（三室小６）
木船由梨奈（勝山南部中１）　笹木　紅羽（勝山南部中１）
小田英里香（勝山中部中２）　竹内　健人（勝山南部中２）
中村　仁美（勝山中部中３）　白崎　愛香（勝山中部中３）

お母さんへ
何か出来たら「私の自まんの子」とほめてくれ
る。その言葉が次に何でも出来るま法。

明希より
（成器西小学校５年　金巻　明希）

入　選

問　未来創造課（市役所２階）☎88 ｰ 1115
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第
24
回　

勝
山
の
魅
力
を
高
め
、

課
題
を
改
善
す
る
活
動

　

今
年
も
多
く
の
小
学
生
と
市
民
に

よ
っ
て
赤
と
ん
ぼ
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
村
岡
小
学
校
で
マ
ー
ク
さ
れ
た
ア

キ
ア
カ
ネ
が
、
夏
に
赤
兎
山
の
頂
上
で

再
捕
獲
さ
れ
、
３
年
連
続
の
移
動
記
録

が
生
ま
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
他
に
も
行
わ
れ
た
活
動
と
し
て

は
、
②
希
少
な
水
草
バ
イ
カ
モ
の
保
全
、

③
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
保
全
、
④
市
内
の

ツ
バ
メ
の
分
布
調
査
、
⑤
き
れ
い
な
空

気
の
環
境
指
標
生
物
で
あ
る
ウ
メ
ノ
キ

ゴ
ケ
の
調
査
、
⑥
勝
山
の
林
業
の
実
態

調
査
と
間
伐
材
利
用
へ
の
提
言
、
⑦
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
、
オ
オ
ク
チ
バ

ス
な
ど
生
態
系
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
外
来
種
の
駆
除
、
⑧
河
川
や
街
の
ゴ

ミ
調
査
と
大
人
に
ゴ
ミ
を
捨
て
さ
せ
な

い
提
言
、
⑨
池
ヶ
原
湿
原
の
ヨ
シ
刈
り

と
利
用
、
⑩
ビ
オ
ト
ー
プ
の
再
生
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
勝
山
の
魅
力
を

よ
り
高
め
、
課
題
は
改
善
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
赤
と
ん
ぼ
の
調
査
活
動
は
Ｆ

Ｂ
Ｃ
の
か
が
や
き
基
金
を
、
赤
と
ん
ぼ

に
関
す
る
発
表
を
行
っ
た
東
邦
大
学
の

菅
原
さ
ん
は
学
会
か
ら
奨
励
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
９
月
に
行
わ
れ
た
里
山

国
際
会
議
で
は
、
鹿
谷
、
村
岡
、
荒
土

の
３
小
学
校
が
発
表
を
行
い
、
高
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

成
器
南
小
学
校
の
６
年
生
は
、
修
学

旅
行
先
の
大
阪
、京
都
、奈
良
に
お
い
て
、

勝
山
の
水

と
空
気
の

き
れ
い

さ
、
赤
と

ん
ぼ
の
数

な
ど
を
比

較
調
査
す

る
こ
と
を

通
し
て
、

都
会
に
は

な
い
勝
山

の
魅
力
を
捉
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
修
学
旅
行
前
に
比
べ
、
将
来
勝
山

に
住
み
た
い
子
ど
も
の
数
が
増
え
た
の

で
す
。
普
通
は
逆
の
結
果
に
な
り
ま
す

か
ら
、
こ
れ
は
画
期
的
な
成
果
で
す
。

ま
さ
に
勝
山
を
持
続
可
能
に
す
る
教
育

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も

勝
山
を
好
き
に
な
る
、
自
分
で
も
っ
と

よ
く
す
る
活
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

子どもたちの様々な活動が高い評価を！勝山をもっと好きになる子どもたちの様々な活動が高い評価を！勝山をもっと好きになる

勝山城博物館に
ＰＲキャラクター誕生！

“環境保全に役立てて”

えちしん「環境クリーン定期預金
エコ想い」 契約金額に基づく

金額を寄付
　昨年、勝山城博物館が開館20周年記念事
業として企画し公募していたイメージキャ
ラクター４体の名前が
決定しました。
　今後は、シールやパ
ンフレット、ポスター
等に活用され、勝山城
博物館をＰＲしていき
ます。

　11月28日㈭、越前信用金庫の西野浩一理
事長が市役所を訪れ、勝山市に34万円を寄
付されました。この金額は、同金庫が取り
扱う「環境クリーン定期預金　エコ想い」
の総契約金額により決定されています。
　この寄付金は、「かつやまをきれいにする
運動」宣言団体の活動支援などに使われます。

市長に寄付金を手渡す西野理事長
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◆防災体験事業（野向地区）
　９月の「防災月間」に併せて福井市防災センター
へ防災体験に行き、子どもと大人が一緒に地震体
験や台風体験をしました。

◆荒土町民体操祭（荒土地区）
　子どもから高齢者まで約200人が集まって、夏休
み恒例の町民ラジオ体操祭を開催しました。体操
祭終了後は、校庭の草むしりを行いました。

◆キャップアートに挑戦（北郷地区）
　夏にペットボトルキャップ回収工場を見学し、
秋の文化祭でキャップアートに挑戦しました。
4,608個のキャップで「リラックマ」を描きました。

◆城山整備・自然観察会（鹿谷地区）
　大人と子どもたちが一緒に城山を整備しました。
また、鹿谷町の歴史や自然について学習し、その
素晴らしさを再認識しました。

◆おやこの楽しい食育教室（遅羽地区）
　子どもたちに食育を通じて勝山の伝承料理の魅
力を知ってもらおうと、公民館で「おやこの楽し
い食育教室」を開講しました。

◆合同クリスマス会（勝山地区）
　子ども会の代表者や地域の方と協力して合同ク
リスマス会を開催し、100人を超える子どもたちが
マジックやゲームをして楽しみました。

◆西の子左義長（勝山地区：西校区）
　学年ごとに短冊や作り物、川柳などを作り、６
年生は笛・太鼓の演奏を披露する予定です。たく
さんの地域の方のお越しをお待ちしています。

◆成器南小学校開校記念行事
（勝山地区：南校区）

　卒業生から学校の歴史を学び、一緒に給食を食
べたり劇を鑑賞したりして、子どもと大人が交流
しました。

◆地区行事のお手伝い（猪野瀬地区）
　地区の運動会で小学生は民生委員と一緒に募金
を呼びかけ、中学生は運営役員として協力しまし
た。また文化祭では模擬店の手伝いなどを行いま
した。

◆よし刈り交流会（平泉寺地区）
　小学校全児童と地域住民が一緒に池ケ原湿原の
保全活動を行い、刈り取ったよしを使って「よし
ず編み交流会」を開催しました。

◆ゴム動力飛行機づくり（村岡地区）
　村岡町連合壮年会の方に教えてもらいながら、
子どもたちがゴム動力飛行機を作りました。

子どもはわがまちの宝子どもはわがまちの宝
～かつやまっ子応援ネットワークの取り組み～

　今年度、各地区で行われた青少年健全
育成活動の取り組みをご紹介します。

hisho
環境10%
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鯖
の
熟
れ
鮨
し
仕
込
み
始
ま
る

■
11
月
13
日　

北
谷
町

　

勝
山
の
冬
の
風
物
詩
「
鯖
の
熟
れ
鮨
し
」
の
仕
込
み
が

始
ま
り
ま
し
た
。
勝
山
年
の
市
、
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
な

ど
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
　

新
そ
ば
ま
つ
り
大
盛
況
！

■
11
月
17
日　

越
前
大
仏
門
前
町

　

越
前
大
仏
も
ん
ぜ
ん
市
＆
新
そ
ば
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
勝
ち
山
お
ろ
し
そ
ば
や
地
場
野
菜
、
工
芸
品
な
ど
の

店
が
並
び
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

お城を描こう表彰式
■11月10日　勝山城博物館

　今回で８回目を迎えた、越前勝山城絵画作品展入賞
者の表彰式が勝山城博物館で行われ、58名の子どもた
ちが表彰されました。

サウルコス福井のサッカー教室開催
■11月15日　林業者体育館

　勝山市“恐竜サッカー”大使のサッカーチーム「サ
ウルコス福井」のコーチによるサッカー教室が開催
され、南保育園の園児22名が参加しました。園児た
ちは大張り切りでボールを追いかけていました。

勝山の繊維産業の原点を探るフォーラム
■11月17日　ゆめおーれ勝山

　ゆめおーれの特別企画展に合わせてフォーラムが
開催され、富岡製糸場（群馬県）で技術を学んだ明
治時代の製糸業創業期の背景などについて講演と意
見交換会が行われました。

小原ＥＣＯプロジェクト活動表彰を報告
■11月19日　市役所

　北谷町小原区での山村交流活動により、小原ECO
プロジェクトが「第11回オーライニッポン大賞」（農
林水産省ほか主催）審査委員会長賞を受賞され、代
表の國吉一実さんが市長に報告されました。
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　勝山市国保の医療費は県内でも非常に高く、
昨年度の実質収支は赤字です。
　このため、加入者の皆さまには国保税の増額
など、さらなる負担をお願いしなければなりま
せん。
　特定健診を受診し、生活習慣を見直すととも
に、日頃から健康にご留意ください。

Q：医療費はどれくらいですか？
A：昨年度は県内9市の中でワースト1位です。

年度
１人当たりの医療費（年額） 県内９市別

順位（高額順）勝山市 県平均
H24 396,545円 338,029円 1　位
H23 371,255円 334,576円 1　位
H22 361,430円 323,672円 2　位
H21 335,439円 309,796円 3　位

Q：国保税はどれくらいですか？
A：昨年度は県内9市の中で5位です。

年度
１人当たりの保険税額（年額） 県内９市別

順位（高額順）勝山市 県平均
H24 93,735円 94,739円 5　位
H23 77,906円 87,728円 9　位
H22 77,135円 85,726円 9　位
H21 66,283円 84,565円 9　位

※H24年度は勝山市調べによる速報値

　日本に住む20歳以上60歳未満の方は、国民年
金に加入することが義務づけられています。
●どんなときに国民年金に加入するの？
　①20歳になったとき
　　※厚生年金、共済年金加入中の方を除く
　②仕事をやめたとき
　③配偶者の扶養から外れたとき
●国民年金のメリットは？
　暮らしを支える３つの国民年金（基礎年金）
　①老齢基礎年金…老後の生活を支えます
　②障害基礎年金… 病気やけがで障害を負った

方の生活を支えます
　③ 遺族基礎年金…加入者が亡くなったときに、
子のある妻、または子の生活を支えます

●国民年金保険料はいくら？
　平成25年度は月額15,040円です。
　保険料をまとめて先払い（前納）すること
で、割引される制度や、納付が困難な方のた
めの納付猶予・免除制度があります。

　60歳を過ぎた方でも、国民年金に加入して
老齢基礎年金の金額を増やせる場合があります。
●任意加入できる方
　60歳到達時に下記条件を満たす方

●任意加入できる期間
　60歳の誕生日の前日～65歳の誕生月の前月末
　例）昭和28年12月12日生まれの方の場合
　　　平成25年12月11日～平成30年11月30日

「ねんきんネット」をご利用ください
　年金加入記録や納付記録などが確認でき
る「ねんきんネット」の記録は、市役所で
発行できます。

勝山市国保の医療費について考えてみましょう勝山市国保の医療費について考えてみましょう

国民年金加入の国民年金加入の
手続きをお忘れなく！手続きをお忘れなく！

任意加入制度を任意加入制度を
ご存知ですか？ご存知ですか？

国
保

年
金

問　市民課（市役所1階） （☎88－8102）

問　市民課（市役所1階）☎88 ｰ 8102
　　福井年金事務所　  　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516

20～ 59歳
の方へ

60～ 64歳
の方へ

80 85 90 95 100 105300

320

340

360

380

400

420

1人当たり保険税

勝山市勝山市

県平均県平均

H24年度　県内9市の
1人当たりの医療費と国保税（年額）

（単位：千円）

１
人
当
た
り
医
療
費

（納付月数と免除・猶予月数の合計が480月より少ない）

保険料を
納めた月数

免除・猶予を
受けた月数 ＜480月
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道
路
改
修
記
念
碑

　

こ
の
碑
は
、
鹿
谷
町
杉
俣
区
の
入
口
付

近
の
道
路
脇
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

本
郷
か
ら
杉
俣
に
至
る
道
路
は
道
幅
が

狭
く
、
交
通
に
非
常
な
不
便
を
き
た
し
て

い
た
。
そ
の
拡
張
工
事
を
行
う
に
際
し
、

そ
の
費
用
を
寄
附
し
た
の
が
、
当
区
出
身

の
山
内
栄え
い
き
ち吉
で
あ
る
。

　

碑
文
は
短
い
も
の
な
の
で
全
文
を
紹
介

す
る
。「
当
区
出
身
大
阪
市
山
内
栄
吉
君

ハ　

本
道
路
費
ヲ
寄
附
セ
ラ
レ
其
功　

績

甚
大
仍
テ
区
民
一
同
之
ヲ　

建
テ
其
ノ
名

ヲ
永
遠
ニ
顕
彰
ス
」。
以
上
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。
碑
は
昭
和
６
年
（
１
９
３

１
）
に
区
民
に
よ
っ
て
、
そ
の
功
績
を
顕

彰
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
。
碑
に
は
、

当
時
の
福
井
県
知
事
斎
藤
直な
お
き
つ橘
の
名
も
刻

ま
れ
て
い
る
。

　

道
路
を
は
さ
ん
で
左
手
に
栄
吉
の
生
家

が
あ
る
が
、
彼
の
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な

い
。
当
家
の
方
の
お
話
で
は
、
日
露
戦
争

に
従
軍
し
た
こ
と
、
長
男
で
は
な
か
っ
た

た
め
県
外
に
出
ら
れ
、
子
孫
の
方
は
関
西

に
お
住
ま
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

栄
吉
は
若
く
し
て
大
阪
に
出
て
ラ
シ
ャ

屋
を
経
営
し
て
成
功
を
収
め
、
後
に
は
組

合
長
も
勤
め
た
。
そ
ん
な
栄
吉
は
、
故
郷

に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
改
修
費
用
の
寄
附
を
申
し
出
た
の
で

あ
ろ
う
。
昭
和
４
年
10
月
に

始
ま
る
世
界
恐
慌
で
、
農
村

も
次
第
に
恐
慌
が
深
刻
化
し

て
い
た
。
こ
の
道
路
改
修
事

業
は
、
時
じ
き
ょ
く
き
ょ
う
き
ゅ
う

局
匡
救
事
業
の
さ

き
が
け
と
も
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

市
史
編
纂
室　

山
田
雄
造

「受験必要論」
「ゆきのうえ

ゆきのした」
「「自分を変える」

読書」
～〝もっと面白く生きる″
知恵を身につけよう～

林　修／著
集英社

クリストファー・
サイラス・ニール／絵

福音館書店
戸田　智弘／著

三笠書房

　受験で使った能力は、その後の人生で１回
も使わない。それでも受験が必要な理由を話
題の著者が説く。「受験」とは、試練に立ち
向かう訓練、自分の内面を鍛える絶好のチャン
ス。後の長い人生を生き抜く上でプラスになる
ものが得られる体験は、やっぱり必要でしょ！

雪のうえは、しんと静まりかえって、まっ白。
でも雪の下には、まったく別の秘密の世界
があって、いろんな生きものたちが、寒さ
や危険から身を守りながらくらしている…。
雪の下で冬をすごす生きものたちを描い
た絵本。

　最新の思想を新書で、世界の名作を文
庫で、そして数多くの新刊が出版される
環境の日本に生まれてきて、本を読まな
いのはもったいないではないか。自分をよ
い方向に変化させるためには、よい本を
読むことだ。さあ、本を読もう！

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成25年11月末 前年比

総件数 431件 －6件

　人身事故
（うち高齢者）

43件
（13）

－19件
（－9）

　　死　者
（うち高齢者）

1人
（1）

－1人
（0）

　　傷　者 47人 －26人

　物損事故 388件 13件

12月の納税

10月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 11月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,103人 6 －15 －9 7 －16 －9 12,085人 －18人
女 13,255人 4 －10 －6 19 －28 －9 13,240人 －15人
合　計 25,358人 10 －25 －15 26 －44 －18 25,325人 －33人
世帯数 8,110世帯 8,106世帯 －4世帯

人口の動き

固定資産税▶第３期
納期限▶12月25日㈬　　口座振替▶12月24日㈫

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪７

三段から成り、総高は4.3メートル
にも及ぶ
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高
年
齢
者
の
生
き
が
い
作
り
を
支
援

（
公
社
）
勝
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
公
社
）
勝
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

勝
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
以
下
、シ
ル
バ
ー
）は
、

平
成
23
年
度
に
公
益
社
団
法
人
の
認
定
を
受
け
、
公
益
目
的

の
事
業
の
み
を
行
っ
て
お
り
、
市
民
や
市
内
事
業
者
の
温
か

い
支
援
を
受
け
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
シ
ル
バ
ー
事
業
の
目
的

• 

高
年
齢
者
に
個
々
の
希
望
に
沿
っ

た
就
業
の
機
会
を
提
供
す
る

• 

生
き
が
い
の
充
実
と
社
会
参
加

の
推
進
を
図
る

• 

高
年
齢
者
の
能
力
を
活
か
し
た

地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る

※ 

仕
事
の
斡
旋
を
第
１
目
的
と
し

た
団
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん

■
シ
ル
バ
ー
事
業
の
現
状

　

シ
ル
バ
ー
が
受
注
す
る
仕
事

は
、
臨
時
的
か
つ
短
期
的
就
業
、

高
年
齢
者
に
馴
染
む
軽
易
な
も
の

で
、
一
般
家
庭
や
事
業
所
、
ま
た

は
市
か
ら
仕
事
を
請
け
負
い
、
希

望
す
る
会
員
に
紹
介
し
ま
す
。
受

け
た
会
員
は
一
事
業
主
と
し
て
責

任
を
も
っ
て
遂
行
し
、
仕
事
の
対

価
は
全
額
配
分
金
と
し
て
会
員
に

払
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
仕
事
が
少
な
く
限
り

が
あ
る
た
め
、
会
員
の
希
望
と

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
就
業
の
開
拓
が
一
番
の
課
題

で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
で
は
、
花
苗
や
野
菜
の

栽
培
な
ど
の
独
自
事
業
や
、
清
掃

奉
仕
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
発
注
者
の
要
請
に
応
え

る
た
め
、
業
種
ご
と
に
継
続
的
な

講
習
会
を
実
施
し
、
会
員
の
知
識

や
技
能
を
高
め
て
安
全
就
業
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

■
会
員
の
募
集

　

60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
の
趣
旨

に
賛
同
さ
れ
る
市
民
な
ら
、
一
定

の
手
続
き
を
経
て
い
つ
で
も
入
会

で
き
ま
す
。
自
分
が
で
き
る
範
囲

の
就
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し

て
、
生
き
が
い
と
仲
間
作
り
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
家
庭
内
の
困
り
事
や
手

助
け
が
必
要
な
と
き
は
、
シ
ル

バ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

勝
山
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

☎
88
‐
１
８
８
１

にぎわうシルバーフェスタ（10月）にぎわうシルバーフェスタ（10月）

仕事探しは

「マイワークかつやま」で！「マイワークかつやま」で！
　マイワークかつやま（勝山市地域職業相談室）では、
スタッフ２人がきめ細やかな対応で、皆さんの仕事探
しをお手伝いしています。また、ハローワーク大野で
見られる求人情報を、タッチパネル式のパソコンから
簡単に検索することができます。
　仕事をお探しの際は、ぜひ「マイワークかつやま」
をご利用ください。
ところ▶市民交流センター　２階
利用時間▶平日の午前８時30分～午後５時

問　マイワークかつやま　☎88 ｰ 1286
タッチパネル式で検索も簡単！

ボランティア活動ボランティア活動


